
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答類型 割合（％） 
○ 

ウ 53.7 
× 

ア 26.4 
× 

エ 11.0 
× イ 7.2 
× 

上記以外の解答 0.5 
－ 無解答 1.2 
 

○ 要旨を捉える学習を行う際，目的を意識せず書かせると，単に情報をつなぎ合わせたものになってしまいます。何についてまとめるのかということを明確にした上で，必要な情報を取り出させるとともに，どういった場面でそれを使うのか，読み手は誰なのか，どのくらいの字数でまとめるのかなどを明確にさせて書かせることが大切です。そうすることで，取り出した情報を整理して制限字数に収まるよう自分の言葉でまとめて言い表したり，相手に分かりやすいように言い換えたりする必然性が生まれます。 

 誤答を見ると，「あかつき」の探査が未来の地球を守ることにつながっていることは読めてはいるが，「あかつき」が，「機体が傷んでいた」や「燃料が不足」等の「いくつもの困難を乗り越え」たことを「いろいろな問題を克服しながら」と置き換えて捉える読みはできておらず，本文中に出てくる「練習」や「やり直し」という言葉に引っ張られて解答している実態があると考えられる。 

 

目的や必要に応じて情報を選択し，整理して，自分の

言葉で要旨をまとめさせましょう。 

この段落の読みがこの段落の読みがこの段落の読みがこの段落の読みがポイントポイントポイントポイント    「「「「いくつものいくつものいくつものいくつもの困難困難困難困難をををを乗乗乗乗りりりり越越越越ええええ」」」」たことをたことをたことをたことを「「「「いろいろないろいろないろいろないろいろな問題問題問題問題をををを克服克服克服克服

しながらしながらしながらしながら」」」」とととと置置置置きききき換換換換えてえてえてえて捉捉捉捉えるえるえるえる読読読読みができていない
みができていない
みができていない
みができていない。。。。    

第１・２学年 読むことイ 時間的な順序や事柄の順序などを考えながら内容の大体を読むこと。   
第３・４学年 読むことイ  目的に応じて，中心となる語や文をとらえて段落相互の関係や事実と意見との関係を考え，文章を読むこと。  

第５・６学年 読むことウ   目的に応じて，文章の内容を的確に押さえて要旨をとらえたり，事実と感想，意見などとの関係を押さえ，自分の考えを明確にしながら読んだりすること。 
中学校 第１学年 読むことイ 文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見などとを読み分け，目的や必要に応じて要約したり要旨をとらえたりすること。 


